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施
行

•• 

さ
て
、
実
際
に
情
報
公

開
を
求
め
る
に
は
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

請
求
書
を
送
っ
て
も
ら

う
に
は
?

[参
考
]

第

8
条
実
施
機
関
は
、

公
開
請
求
に
係
る
町
有
情

報
に
非
開
示
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
当
該
町
有
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
が
人
の
生

命
、
身
体
又
は
生
活
の
保

護
の
た
め
公
益
上
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
町
有
情
報
を
公
開
す

る
も
の
と
す
る
。

電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
郵
便
で

請
求
の
場
合
は
郵
送
か
フ

ァ
ッ
ク

ス
で
送
信
。
(
た
だ
し
、
感
熱
紙
タ

イ
プ
の
フ

ァ
ッ
ク
ス
を
ご
使
用
の

場
合
、
熱
で
様
式
が
消
え
て
し
ま

う
た
め
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

)
e
メ
l
ル

で
請
求
し
た
場
合
は
、
郵
送

・
フ

ァ
ッ
ク
ス
の
方
法
か
様
式
を
添
付

フ
ァ
イ
ル

こ

太
郎
か

W
o
r

d
)
で
送
信
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
直
接
役
場
の
総
務
課
に
行
き

も
ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

公
開
請
求
に
対
す
る

決
定
等

ま
ず
、
所
定
の
請
求
書
を
取
り

寄
せ
、
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。請

求
書
を

請
求
す
る
方
法
は
?

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
便
、
e

メ
i
ル
で
総
務
割
問
に
請
求
し
ま
す
。

便/〒049-4393今金町字今金48-1

請
求
の
方
法
は
?

諮
求
が
あ
っ
て
か
ら
日
日
以
内

に
決
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
期
間
内
に
正
当
な
理

由
が
あ
り
決
定
が
で
き
な
か

っ
た

場
合
は
、
日
日
以
内
に
限
り
延
長

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

• eメール/i makane@hakodate.or.jp 

総務課

所
定
の
用
紙
に

「氏
名
及
び
住

所
」
、
「
公
開
請
求
を
し
よ
う
と
す

る
問
有
情
報
又
は
特
定
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
」
、

「町
有
情
報
が

第

8
条
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の

は
そ
の
理
由
」
等
を
記
入
し
請
求

し
ま
す
。
(
提
出
先
/
総
務
課
)

(
請
求
書
の
提
出
が
困
難
な
場
合

は
、
実
施
機
関
の
職
員
が
請
求
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
)

-ファックス/01378-2-2492

話/01378-2-0111

今金町役場

公
開
請
求
者
へ
の

決
定
等
通
知

-電

-郵

公
開
等
が
決
定
し
た
時
は
書
面

で
通
知
さ
れ
ま
す
。

情
報
公
開

条
例
っ
て
何
?

町

の
持
っ
て
い
る
情
報
を

町

民
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の

人

(居
住
地
、
年

齢
、
性

別
、

国
籍
な
ど

一
切
の
制
限

を

設

け
て
い
な
い
)
に
自
由
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
条

例

で

す。情
報
公
開
条
例
の

目
的
と
は
?

民
主
主
義
の
原
理
及
び
地

方
自
治
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、

町

が

保
有

し
て
い
る
情
報

を

公
開
し
公
正

で
透

明
な
町
政

の
推
進
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

• • た
だ
し
、

一
部
公
開
決
定
、
非

公
開
決
定
と
な

っ
た
場
合
は
理
由

が
記
載
さ
れ
通
知
さ
れ
ま
す
。

町
有
情
報

不
存
在
の
通
知

公
開
誇
求
に
係
る
町
有
情
報
が

存
在
し
な
い
場
合
は
日
日
以
内
に

通
知
さ
れ
ま
す
。

公
開
の
実
施

公
開
の
方
法
は
、
実
施
期
間
が

指
定
す
る
日
時
及
、
ひ
場
所
で
行
わ

れ
ま
す
。

。
開
示
の
方
法

山
情
報
の
閲
覧
又
は
視
聴

ω複
写
情
報
の
交
付

ω複
写
情
報
の
送
付

※

ω、
ωの
場
合
、
作
成
及
び
送

付
に
要
す
る
費
用
は
諮
求
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

〕丹ノ』〔

町
が
保
有
し
て
い
る

情
報
と
は
?

実
施

機
関

(注

1
)
の
職
員

が
職
務
上
作
成

・
取
得
し
た

文
書
、
図

面
、
写

真
、
フ
ィ
ル

ム
及
び
電
磁
的
記

録

で

実
施

機
関
が
保
有
し
て
い
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

(注
1
)

実
施
機
関
と
は

町
長
(
国
保
病
院
及
び

老
人
保
健
施
設
を
含
む
)
、

教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
監
査
委
員
、
公

平
委
員
会
、
農
業
委
員
会

及
び
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
を
い
い
ま
す
。

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
は
優
先
的
に

保
護
さ
れ
ま
す
。

請
求
か
ら
公
開
ま
で
の

簡
単
な
流
れ

務で こ る
課詳しこ と場公
にしかの が 合 開
おいあ内 では
尋こり容 き不決
ねとまは ま服定
くにせあ す申に
だっんく 。し対
さい。ま 立し
いてで て不
はも を服
概 すが
総略 るあ

議会情報公開条例については、 9月14日配布予定の 「議会だより」 で詳しく掲載されます

1
.
公
開
請
求
書
を

取
り
寄
せ
る

争

2

公
開
請
求
書
の
提
出

3
.
公
開
請
求
者
へ
の
通
知

町
有
情
報
不

存
在
の
通
知

公
開
請
求
者

へ
決
定
等
の

通
知

4

公
開
の
実
施

〕3
 
〔



同
日
午
後
か
ら
、
早
速
、
田
中

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
清
流
保
護

の
会
の
会
員
が
役
場
を
訪
れ
村
本

町
長
に
表
彰
の
喜
び
を
報
告
し
ま

し
た
。後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会
は

昭
和
臼
年
に
発
足
し
、
年

l
回
河

川
敷
地
の
清
掃
活
動
を
続
け
、
や

ま
べ
の
つ
か
み
取
り
や
カ
ヌ

l
下

り
な
ど
の
河
川
愛
護
イ
ベ
ン
ト
活

動
を
推
進
す
る
な
ど
河
川
の
美
化

清
掃
及
び
愛
護
思
想
の
啓
蒙
に
努

め
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

治
水
功
労
表
彰
受
け
る

後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会

7
月
お
目
、
函
館
開
発
建
設
部

本
部
に
お
い
て
、
北
海
道
開
発
局

の
平
成
ロ
年
度
治
水
功
労
者
と
し

て
、
後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会

(
会
長
田
中

一
夫
)
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

伝
達
式
に
は
、
当
日
体
調
を
く

ず
さ
れ
た
田
中
会
長
に
代
わ
り
、

秋
元
寿
副
会
長
が
出
席
し
函
館
開

発
建
設
部
の
百
瀬
治
部
長
か
ら
表

彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

， 

• • 
道
南
農
業
共
済
組
合
哀
を
会
場

に
、
第
幻
回
今
金
町
畜
産
共
進
会

が
行
わ
れ
、
手
塩
に
か
け
て
育
て

あ
げ
た
乳
用
牛

・
肉
用
牛
・
馬
が

出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
日
前
の

雨
で
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と

な
っ
た
会
場
で
し
た
が
、
乳
用
牛

辺
頭
、
肉
用
牛
凶
頭
、
馬
叩
頭
の

計
叩
頭
が
出
陳
さ
れ
、
自
慢
の
体

形
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会
、
後
志

利
別
川
川
探
検
隊
が
主
催
し
、
利
別
川

支
流
の
下
ハ
カ
イ
マ
ッ
プ
川
で
親
子
釣

り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
親
子
別
組
、

ω人
ほ
ど
が

参
加
し
、
事
前
に
放
流
し
た
や
ま
べ

(
ヤ
マ
メ
)
を
次
々
と
釣
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
釣
り
を
通
じ
親
子
と
の
関
係

が
一
層
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
大
会
は
、
夏
休
み
期
間
中
を
利

用
し
親
子
で
の
釣
り
を
通
じ
川
の
重
要

性
、
川

へ
の
関
心
と
河
川
愛
護
の
精
神

向
上
に
と
企
画
し
実
施
し
た
も
の
で

す。

今
金
赤
十
字
奉
仕
団
(
委
員
長

遠
藤
玲
子
)
の
団
員

8
名
が
、

8
月

日
日
に
行
わ
れ
る
忠
魂
祭
を
前
に
、

神
社
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
清
掃
活
動
は
初
年
以
上
も

続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
「
忠

魂
祭
に
合
わ
せ
植
え
た
花
が
長
雨
で

だ
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
苦
労

話
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

奉
仕
団
で
は
、
毎
月
刊
日
に
、
バ

ス
停
周
辺
な
ど
の
花
壇
清
掃
も
早
朝

に
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
も
数
名
が

¥

問

ノ

バ
ス
停
前
の
花
壇
の
清
掃
に
汗
を
流

/
8
¥

し
て
い
ま
し
た
。

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
研
究
会
の

学
生
遼
が
今
年
も

8
月

3
日
か
ら
凶
日
ま
で
滞
在

し
、
各
家
庭
訪
問
、
健
康
相
談
、
健
康
指
導
、
を

実
施
し
ま
し
た
。

凶
日
は
、
更
年
期
障
害
と
高
血
圧
に
関
す
る
講

演
会
が
行
わ
れ
約
犯
人
が
参
加
、
日
日

・
ロ
日
に

は
、
無
料
で
眼
科
・
耳
必
咽
喉
科
検
診
が
行
わ
れ

四
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
平
成

ω年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、

今
年
は

5
ヶ
年
事
業
の

3
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

5
ヶ
年
間
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
今
後
の
保
健
予

防
事
業
の
方
向
性
や
必
要
性
、
又
地
域
医
療
に
診

療
科
目
の
な
い
専
門
分
野
に
お
け
る
疾
病
予
防
等

の
対
応
等
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平成12年度成人祭

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

.
乳
用
牛
の
部

-
未
経
産
の
部

。
最
高
位

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム

ア
ス
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

鈴

木

真

(

鈴

岡

)

O
準
最
高
位

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム

プ
リ
ン
セ
ス
ア
ト
ラ
ス

鈴

木

真

(

鈴

岡

)

.
経
産
牛
の
部

。
最
高
位

(
同
時
に
乳
用
牛
の
部
最
高
位
)

ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
イ
ン

マ
ト
ロ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

湯

元

宏

(

鈴

岡

)

O
準
最
高
位

(
同
時
に
乳
用
牛
の
部
準
最
高
位
)

ロ
イ
ヤ
ル
オ

l
ク
ジ
ェ
ド

ド
リ
ー
ム

E
T
真
(
鈴
岡
)

鈴
木

・
肉
用
牛
の
部

.
仔
牛
の
部

。
最
高
位

あ
き
し
げ

諸
戸
美
津
男
(
金
原
)

O
準
最
高
位

ひ
と
み

3

田
中

秀

(
八
束
)

• • 
町
、
教
育
委
員
会
、
成
人
祭
実
行
委
員

会
が
共
催
し
て
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
成
人
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
新
成

人
を
迎
え
る
の
は
間
人
で
式
に
は
白
人
が

出
席
。
成
人
者
を
代
表
し
鎌
田
孝
俊
さ

ん
、
本
塚
ゆ
り
か
さ
ん
が
決
意
を
新
た
に

哲
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
真
夏
の
成

人
式
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
涼
し
げ
な
浴

衣
姿
の
成
人
者
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
今
金
町
出
身
の

富
士
通
株
式
会
社
技
術
顧
問
の
丸
山
武
さ

ん
が
、
「
初
歳
の
み
な
さ
ん
へ
贈
る
こ
と

ば
」
を
テ

l
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

-
未
経
産
の
部

。
最
高
位

あ
さ
み
ぴ
り
か
フ
ァ
ー
ム
(
今
金
)

O
準
最
高
位

た
か
し
げ

加
藤
照
市
(
金
原
)

.
経
産
の
部

。
最
高
位

(
同
時
に
乳
用
牛
の
部
最
高
位
)

ま
っ
く
に

岡
林
晃
行
(
八
束
)

O
準
最
高
位

(
同
時
に
乳
用
牛
の
部
準
最
高
位
)

き
く
や
す

野

固

定

雄

(

種
川
)

.
馬
の
部

。
最
高
位

カ
ブ
ト
ク
リ
ー
ク

河

島

藤

雄

(4) 

(
八
束
)

⑭ 
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今金町商工会が主催した、サマーフェ

ア2000がデモーレンで行われました。

チャリティ オークションには車も登

場し、 41，000円で務札されました。

他にも各商庖から提供された商品や商

品券が格安で落札され、その収益金は社

会福祉協議会に寄付されることになって

います。

空⑥

〕6
 
〔

サマーフェア
今金町商工会設立40周年記念事業

7
月
お
目
、
ピ
リ
カ
夏
ま

つ
り
が
同
実
行
委
員
会
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

内
は
、
数
日
前
か
ら
降
り
続

い
た
雨
や
、
当
日
降
り
し
き

る
雨
の
影
響
で
最
悪
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
飲
食

場
所
を
急
き
ょ
駐
車
場
に
変

更
す
る
な
ど
の
対
応
を
取
り

ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
は
少

な
い
入
場
者
数
と
な
り
ま
し

た。
会
場
内
で
は
、
ダ
ム
見
学

会
、
発
電
所
見
学
会
、
手
づ

く
り
体
験
コ
ナ

l
、
ス
キ

ッ
ト
カ

l
・ゴ
l
カ
l
卜
の

無
料
開
放
や
、
湖
畔
を
走
っ

た
ロ

l
ド
レ
ー
ス
、
ク
ア
プ

ラ
ザ
ピ
リ
カ
で
の
パ
ー
ク
コ

ル
フ
大
会
、
湖
面
で
の
ボ
ー

ト
試
乗
な
ど
多
彩
な
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
ま
つ
り
は
、
毎
年

7
月
幻
日
か
ら
剖
日
ま
で
の

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

の
中
で
開
催
し
て
お
り
ま

す。

，・

つ

!‘テ'ジモンのキャラヲターショ では子供たち
でいっぱいになり、 握手会には長蛇の列がで
きるほどでした.子供たちには雨など関係な
かったようです。

一一... ~"' -' 

企江別市のYOSAKOrソーランチーム『屡
気権」と今金 「夢追人」による共演.

粛の影響で入場者減る

ま

り2000
ワ
ン
デ
l
サ
マ

l
フ
エ
ス
タ

旭
町
通
り
商
庖
街

憂

イ
マ
ヌ
エ
ル

風
車
ま
つ
り

m 

企ジャンポソフトヲリーム早貴い大会

ヒ?

まつ
@⑤ 

• 

• 

， 

• 

• 

、、三

原
小
学
校
P
T
A
が
主
催

メ
、
一
し

「
金
原
夏
ま
つ
り
」
が
、

金
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
ま
つ
り
は
、
一
昨
年
ま

で
子
供
を
対
象
に
行
っ
て
い
た
行

事
を
、
年
々
子
供
が
減
少
し
寂
し

く
な

っ
た
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で

も
っ
と
感
大
に
や
ろ
う
と
、
昨
年

か
ら
名
称
を

「金
原
夏
ま
つ
り
」

24時間キャンブライブ

開
校
四
周
花
沖
浦
J
叶
川

今
年
も

「第

6
回
M
時
間
キ
ャ

ン
プ
ラ
イ
ブ
」
が
「
が
ん
ば
る
べ

や
実
行
委
員
会
」
(
大
倉
寮
一
代

表
)
の
主
催
で
神
丘
の
愛
指
令
ラ

ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
に
は
羽
の
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
や
個
人
が
参
加
。
参
加
者

の
殆
ど
が
口
コ
ミ
や
ホ

l
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
の
参
加
で
今
年
は
数
団

体
に
断
っ
た
と
か
。
年
々
増
え
る

参
加
者
に
関
係
者
は
う
れ
し
い
反

面
、
断
る
の
に
頭
を
抱
え
て
い
る
。

7
月
間
出
日
午
後
l
時

ω分
熱
気

に
包
ま
れ
ス
タ
ー
ト
し
た
ラ
イ
ブ

は
、
初
日
午
後
1
時

ω分
ま
で
延

々
と
続
き
ま
し
た
。

に
変
更
し
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
会
場
に
は
帰
省
者
や
地
域
の

人
が
大
勢
か
け
つ
け
盛
り
上
が
り

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
ま
つ
り
の
メ
イ

ン
と
な
っ
た
「
長
万
部
お
じ
さ
ん

バ
ン
ド
」
は
、
今
年
4
月
、
金
原

小
学
校
に
着
任
し
た
坂
内
教
頭
先

生
が
前
任
地
の
長
万
部
町
で
結
成

し
て
い
た
バ
ン
ド
で
、
先
生
も
構

成
メ
ン
バ
ー
の

一
員
と
し
て
ベ
ー

ス
を
演
奏
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ど

の
曲
に
地
域
の
人
は
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

来
年
、
開
校
間
周
年
を
迎
え
る

金
原
小
学
校
。
今
か
ら
「
夏
ま
つ

り
」
を
通
じ
地
域
の
結
束
は
固
い

よ
う
で
す
。

ち
ょ
っ
と
思
い
で
やつ
く
り

そこには聖札い云鬼を包み込む

神丘のえ土也があ った

金
原
の
水
野
勲
さ
ん
の
倉
庫
に
、

帰
省
中
の
恩
い
で
づ
く
り
と
し
て
子

供
た
ち
が
描
い
た
絵
で
す
。

2000年十'd!-，一一
長て瓦~.~恥l叶ふフ"す.-ー

8. /.1-14 
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あなたの調査票には
日本の大切な未来がつまっています。
あなたとこのまちの21世紀のために10月1目、 国勢調査を実施します。
5年に 1度、 日本に住んでいるすべての人を対象に行う大規模な統計調査です。

9月下旬から、調室買が皆さんのお宅に調

査票を配りlこおうかがいします。調査票が

あ手元|こ届いだら、 10月1日現在の皆さん

の状況を記入してください。記入していだ

だ<項目は、男女の別、出生の年月、就業

状態、通勤 ・通学地、住居の種類など22項

目です。記入していだだい定内容は、統計

を作成するだめ巴だけlこ使い、調査票は集

計後に溶かします。調査票|こ書かれだこと

が他lこもれることは絶対Zありませんので、

ご安心くたささい。

10月9日までに、再び調査員が調査票を受

l才取り巴おうかがいします。

してください

-同;t主主~J土面E・

v 

調査票に• • 

d 

⑧
⑧
⑧
⑨
⑧
⑧
 

と
、
そ
し
て
パ

l
ン
サ
イ
ド
高
校

の
校
長
、
ド
ク
タ
ー
、
ス
チ
ュ

ー

ブ
氏
に
お
会
い
し
、
今
金
町
へ
国

際
交
流
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
紹

牌
す
る
要
請
で
し
た
。

ハ
ン
サ
イ
ド
高
校
は
、
学
生

二
五

O
O人
程
の
大
規
模
校
、
教

頭
三
名
を
お
き
学
校
経
営
を
な
さ

る
校
長
は
、
四
十
二
才
新
進
気
鋭

の
仕
事
に
厳
し
い
方
と
聞
い
て
い

た
私
は
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。
勝
山
主
幹
と
共
に
接
触
の
結

果
は
、
校
長
か
ら

「努
力
し
援
助

し
ま
す
。
」
と
、
同
意
を
頂
け
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
常
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
下
さ
っ
た
チ
ュ

l
先
生
の
お

力
が
大
き
く
あ
っ
た
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
勤
務
形
態
や
年

度
の
違
い
等
も
あ
っ
て
、
細
か
い

こ
と
は
今
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
学
生
の
相
互
派
遣
、
受
け
入

れ
は
来
年
か
ら
隔
年
で

O
K
を
頃

き
、
私
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
事
は
、
ア
カ
ロ
ア

で
の
ク
ル

l
ジ
ン
グ
、
岩
の
上
の

ア
ザ
ラ
シ
や
自
由
に
泳
く
ペ
ン
ギ

ン
、
船
の
下
を
左
へ
右
は
回
泳
す

ニ
ユ
‘
ン

-フ、ノ
K
E

へ

柴
谷
澄
子
さ
ん

八
月
五
日、

今
金
中
学
校
の
生

徒
九
名
を

N
Z
へ
派
遣
す
る
今
金

町
国
際
交
流
推
進
事
業
に
そ
っ

て
、
楠
原
引
率
教
員
、
勝
山
社
会

教
育
課
主
幹
と
共
に
成
田
空
港
を

飛
び
立
ち
ま
し
た
。

中
学
生
は
、
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
を

し
な
が
ら
、
言
語
習
慣
、
文
化
の

異
な
る
国
の
人
々
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
、
生
き
た
英
語
を
学
び
国

際
感
党
を
身
に
つ
け
る
貴
重
な
体

験
を
積
む
た
め
で
す
。

私
の
目
的
は
、
ま
ず
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
市
の
市
長
を
表
敬
訪

問
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
交
流
に

対
す
る
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ

(8) 

調査の結果は、合年の12月から公表します。

まず、人口や世帯数の速報値を、その後「高

齢者世帯の状況」や 「労働力状態、産業別

構成」などを順次集計・公表していきます。

例えばこれらの調査結果は、まちづくりを

進める貴重な資料として役立てていきます。

現在、日本Id:人口の高齢化が急速巴進んで

いま寸。お年寄りが暮らしやすいまちをつ

くっていくだめ巴は、住宅や福祉、医療の

面でどういつだ対策が必要かを、調査結果

から探っていきます。このほか|こも、議員

定数を決めだり、都市計画を策定し主主り、

平均寿命を算出したり 。あなたとこの

まちの21世紀のだめ区、国勢調査の結果を、

いろいろ怠分野で活用していきます。

-E謂置~む・

る
イ
ル
カ
の
群
に
出
会
っ
た
時
は
、

我
を
忘
れ
る
程
の
感
動
で
し
た
。

荷
風
が
吹
く
と
寒
く
な
る
と
い

う
日
本
と
の
逆
現
象
、
季
節
も
逆
、

南
町
叫
に

一
番
近
い
国
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
自

然
が
雄
大
、
人
の
生
き
方
が
シ
ン

プ
ル
で
、
羊
の
多
い
国
で
し
た
。

九
名
の
中
学
生
も
天
候
に
恵
ま

れ
日
程
を
こ
な
し
無
事
帰
国
出
来

た
こ
と
は
、
遠
い
将
来
地
球
規
慢

で
物
事
を
考
え
、
社
会
の
中
で
貢

献
出
来
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま

す
。
私
共
の
派
遣
に
対
し
町
理
事

者
、
ま
た
こ
の
事
業
に
か
か
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
々
へ
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

v 

・目玉[CfIl潤司:ur，呂町~-t;・ します

v 
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• • 9月は「障害者雇用促進月間」です
いま、ハローワーク函館では、およそ350人の障害のある方々が、
就職先を探しています。
障害のある方々が就職し、職業を通じて社会の中で自立していく
ためには、障害のある方自身の努力はもちろんですが、何よりも企
業の方々や地域の皆さんのご理解とご協力が必要です。
また、「障害者の雇用の促進等に関する法律Jにより、知的障害者
を含む障害者の法定雇用率は1.8%と定められており、雇用する常用
労働者数が56人以上の事業主は、最低でも 1人以上の障害者を雇用
しなければなりません。
このため、全国的に毎年9月を「障害者雇用促進月間」とし、障
害のある方々の就職促進のためにさまざまな行事を展開しますが、
当所では「集団お見合い」方式による雇用促進会を次のとおり開催い
たしますので、多くの皆さんの参加をお願いします。

。碍唾昌
平成12年10月1日(日)

平成12年9月22日(金曜日)午後l時から
花びしホテル函館市湯川町 1丁目16-18
就職を希望する障害者の方々と企業の合同面接選考会

内線438

。とき
。ところ
。内容

詳しいお問い合わせは
ハローワーク函館(函館公共職業安定所)
函館市新川町25番18号
専門媛助部門みどりの窓口

60138-26-0735 

h

ゆ

っ

つ

は

さ

ら

し

に

わ

じ

よ

う

ど

夏
椿

散

り

敷

き

庭

の

浄

土

め

く

今

村

由
井
子

会

ば
ん
り
よ
〈

一っ
つ
い
ち
わ
ん
ぐ
ん
じ
よ
う

万

緑

を

写

し

一

湾

聾

円

に

杉

本

あ

い

例

措

H
d
な

つ

あ

め

ま
と
ち
ょ
う
か
ん
〈

o
h

t
夏
の
雨
ビ
ニ
ー
ル
纏
ふ
朝
刊
来

戸

沢

慶

秋

利

ま

つ

ば

ふ

ち

か

み

も

砲

と

う

こ
う
し

、

松

葉

降

る

近

道

抜

け

し

登

校

子

芳

賀

あ

き

え

日

ご

ぴ

あ

b

こ

し
ん
み
よ
う
ほ
か
ま
い

いV

語

尾

粗

き

子

ら

神

妙

に

墓

参

り

阪

井

み

え

日

祉
汁

E
5
う

ら

う

し

お

あ

お

い

i
朝

凪

る

浦

の

潮

の

青

さ

か

な

梅

村

直

子

山

お

お

防

う

や

け

み

忽

こ

っ

大

夕

焼

も

の

皆

焦

が

し

尽

き

に

け

り

河

島

タ

カ

子

一

策
俳
句
に
は
本
手
掛
り
仮
名
は
不
要
で
す
が
正
も
が
積
み
や
す
く
"
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
妃
し
て
い
ま
す
.
~

i
J
f
if
t
i
-
-
ft
l
i
l
i
-
-、
1
J
zz{
i
fJ5-fif--225L
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八雲町
かぶきlまともだち
~歌舞伎舞踊「釣女J上演~
・日時/9月29日(企)
l掛場午後6時 ・開泌午後6時30分
・会場/八雲町民七ンタ
(八雲町出雲町60 801376-4-3111) 

・入増料/2.0叩円
※小中学生はま見同wの叫合無料。

槻第 l部 歌舞世に親しむ「歌舞世白衣装」

| …しえ品
「上胸d きるまで」

ネ第3部 歌舞佐舞踊上演 r!i'，立j
園お問い合わせ先/

八雲町文化間体迎合会事務局
八雲町公民館内 (801376-3-3131) 

3同円
100円
i同円

20C円

「一一瀬棚町
あなたもチヤレンシレてみませんかっ

『狩場山登山会』
道南の需崎「狩埼U.lJは 1.520mo登りは
登山口か ら田上までが~ 4 km (約3時間)の新
道コースで初心者や家族でも楽しめるコー
スです.天気が良いとI良上では羊蹄山や噴火
筒などが見え日本海はもちろん拠尻島まで
も}望できます。下りは茂津多灯台経由の約
11. 4km(約6時間)のコ スとなっております0
・日時/9月17日(日)
圃参加料/1.OOC円
・申込み/9月11日(月)まで
※当日は登山に過した服装及びほの厚い靴
(運動靴は避けてください)で参加してく
ださい。
圃お問い合わせ先/瀬棚町観光協会

(801378-7-2888) 

琴
平重
刷
談
日
の
平
案
肉

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。

と

き

9
月
お
日
(
木
)

午
前
叩
時
1
午
後
3
時
ま
で

(
午
後
ロ
時
日
分

1

-
時
ま
で
昼
食
)

役
場
2
階
中
会
議
室

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
諜
年
金
係
》

。
と
こ
ろ

。
相
談
員

ハロ
l
ワ
l
h
y
か
ら
の

お

知

ら

せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
臓
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
櫓
山
職
業
相
談
室
で

の
一一
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
ロ
年
9
月
分

9
月
初
日
(
水
)

午
後
1
時
1
午
後
5
時

d 

1 

No.29 

文戚町
・国民宿舎『おわび山荘』・
貝取澗渓谷の雄大な自然に抱か

れているようなおもてなし、温泉

と美味しい郷土料理で、心も体も

ゆったりとリラックスできるひと

ときをお約束します。

・場所大成町字貝取甘ul
・宿泊料 7. 100円

あわび鍋などの特別料

理もあります。

・お問い合わせ先/あわび山荘

(~01398-4-5522) 

]リド-JL交涜ネットワーワ陪報

「百五 町
秘湯 『熊の湯』

平田内川のダイナミックな渓谷

北槽山町
スポーツの秋、みんなてナイスショッ卜

『北槍山パークコルフ場』
・受付時間v午前8時~午後5時30分
・料 金/プレー料

高校生以よ
中学生以下
70歳以上
。用具使用料
クラブ・ポ Jレ 式
。回数券
12ラウンド川 3. 000円

・お問い合わせ先/.It恰山町商Z観光課
(l"l01378-4-5111) 

北柏山グリーンパ ク管理棟
(l"l01378-6-0530) 

長万部町
~緑の中でリフレッシュ~

・眺望披露『とみのの森j・
シースン中は、道内外から多く

のキャンパーが訪れる 「長万部公

閤」に隣接した小高い丘が、眺望抜

群の「とみのの森」です。

森林浴、バードウォチングなど、

家族そろって自然に親しみ、駒ヶ

岳の展望も満喫できます。

・お問い合わせ先/公園管理棟

(~01377-2-5854) 

• • 

9
月
引
日

(木
)

午
前
9
時
1
U
時

。
連
絡
先

[北
恰
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4
 

[ハロ
l
ワ
ー
ク
函
館
〕

8
0
1
3
8
1
2
6
1
0
7
3
5
 

{ハロ
l
ワ
l
ク
八
雲
]

8
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

衛
生
セ
ン
ヲ
ー
か
ら
の

わ

の

知

ら

せ(金
)

(
月
)

ま
で

過

労

死

等

間

談

日

大
切
に
し
て
い
ま
す
か
!

あ
な
た
の
か
ら
だ
。

自然に抱かれた野趣蛍

ひらたない荘から2.5km奥。男女

かな天然露天風呂(男女混浴)

別更衣室、駐車場有り。

-手1J用料/無料

を眼下に、

ご利用はお早めに。※11月末閉鎖。

屋外広告物ルールを
ご存じですか?

檎山広域行政組合消防職員募集

平成13年度

今
、
働
き
す
ぎ
と
思
う
方
、
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
2
月
曜
日
は

「過
労
死

等
相
談
日
」
で
す
。

仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健
康
の

こ
と
、
労
災
認
定
の
こ
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
は
無

料
で
す
。

側
労
災
年
金
福
祉
協
会

札
幌
労
災
年
金
相
談
所

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
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-
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臼
賠
責
保
隙
(
只
済
)
の
期
限

は
切
れ
7
L

い
ま
せ
れ
か
?

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
は
、
万

一
の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
は

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ

ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
保
険
で
す
。

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
原

付
自
転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
!

《
運
輸
省
北
海
道
運
輸
局

函
館
陸
運
支
局
》

9月は屋外広告物クリーン強調月間です

~ルールを守って
夫しいまちなみをつくりましょう~

北海道では、危害の防止と美観風致の維

持のため 「北海道屋外広告物条例」を定め

ておりますが、この制度を道民のみなさま

に知っていただき、美しいまちなみや風景

を保つために平成12年度は9月を「屋外広
告物クリーン強調月間Jと定め、市町村や

関係機関と協力して広報活動やパトロール

等を行っています。

ルールにしたがって、北海道の景観を守

り、みんなが住みやすい環境を実現するよ

うご協力ください。

※屋外広告物を掲出するには原則として知

事(檎山支庁長)の許可が必要です。お問

い合わせ先は

O槍山支庁経済部建設指導課主査
HOI395-2-1010 

し
尿
処
理
施
設
、
前
処
理
設
備

の
修
理
の
た
め
5
日
間
施
設
の
運

転
を
休
止
し
ま
す
。

こ
の
問
、
収
集
業
務
は
行
わ
れ

ま
す
が
、
し
尿
を

一
時
貯
留
す
る

予
備
貯
留
槽
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
通
常
の
日
よ
り
収
集
が

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

。
修
理
期
間

9
月
別
日

i
m
日

1 採用予定消防署
上ノ国消防署 (2名)

2 受験資格

I[) 昭和54年4月2日から昭和58年4月1日までに生まれた方
121 普通自動車第1種免前取得者又は取得見込者
131 身長165cm以上体重52kg以上、視力両限楳11且でO.7以上かっ
一眼1W1l且でそれぞれ0.3以上 色党正常で心身健全な方。

3 試験の日時及び場所
第 l次試験
日時平成12年10月1日(日)
午前9時00分

江差町生涯学習センター

槍山郡江差町字本町27 1番地
(l"l01395-2-1049) 

4 受付期間及び手続

受付期間
平成12年9月4日(月)から平成12年9月18日(月)

申込先

。檎山広域行政組合消防本部
干043-0052 槍山郡江差町字茂尻町96番地

(l"l01395-2-3026) 
。今金消防署(l"l2-0519)

5 その他試験についての不明な点、試験の方法等につては槍山広
域行政組合消防本部庶務課 (~01 395-2-3026 ) までお問い合
わせ下さい。

所場

• • 
社会福祉協議会だより 12 . 8 .10 

※光の里学園、~~持圃 社会福祉協議会への多額のこ寄付、
ご厚意ありがとうございました。 (敬称断)

《千葉県》 《北槍山町》

笹 木オ本ミ 克 也 踊老歌ファイブ

《松山市》 槍山北高生徒有志

神 敦 美 《今金町》

《大宮市》 中 キナ 恭 子

垣 生 恵 子 今金町社会福祉協議会

《札幌市》 今金第一・第二老人クラブ

伊 林 正 彦 )11 キサ 正 夫

《苫小牧市》 奥 井 品同コ、 男

高 橋 監 彦 大 松 春 男

《函館市》 五屋商庖

はいや建築設計事務所 ツバメ石油

《大野町》 車台 木 J申U 

北 嶋 武 ま佐 杉 山 青 果

《乙部町》 黒 沢 商 dzk zz 

山 崎 卜 メ 内ケ島製作所

※金銭、売賀、土地建物、サラ金信販関係、交通事故

による損害賠償、夫婦・親子 ・親族問の問題など、身

近なもめごとについて弁護士と調停委員がご相談に応

じます。

(相談の秘密は守られます。)

詳しいことは、函館家庭裁判所総務課 (HO138-42-

2151 内線353) にお問い合わせ下さい。

| 国民健康保険税第3期 目
の納期となっております。

※納め忘れのない便利な口座振替の手続は役場税

務課まで

調停相談のお知らせ

10月 3日(火)

午前10時から午後3時30分まで

丸井今井デパート 7階特設会場

無料法律、

9月は

き

。ところ

。と
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〔

llil N{f合は納JUJ内に納めましょう。
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(重点目標)
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だより
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切

れ家
庭
や

学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な

熱
意
を
も

っ
て、

自
ら
楽
し
く
健

ス
lhad--g
ー
ス
に
恩
日
出
を
詰
曲

Z

N
Z
中
学
生
派
遣
事
業
終
わ
る
j

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、

真
冬

と
い
う
の
に
わ
た
し
た
ち
が
来
る

の
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
様
な

晴
天
で
町
は
桜
が
満
開
、
こ
ん
な

日
が
滞
在
中
続
く
の
は

N
Z
で
は

珍
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

去
る
8
月
5
日
1
日
目
ま
で
の

日
日
問
、

造
事
業
」
に
よ
り
、

が
待
ち
焦
が
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
市
へ
。

中
学
生

9
名

そ
し
て
生
徒
た
ち

が
何
よ
り
も
楽
し
み
に
し
、

一
方

で
は
不
安
と
の
境
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
い
た
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
。

言
葉
、
文
化
、
習
慣
の
ま
っ
た
く

違
う
所
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
良
い
関
係

を
築
く
た
め
の
日
常
会
話
や
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
、

そ
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
今
ま

で
の
生
活
に
お
い
て
は
想
像
で
き

な
い
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、

こ
れ
が
生
徒
た
ち
の

大
き
な
自
身
と
な
り
日
増
し
に
見

る
顔
は
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
見

え
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。こ
の
経
験
は
将
来
に
お
い
て
何

度
と
な
く
訪
れ
る
分
岐
点
に
役
立

」

つ
事
で
し
ょ
う
。

• 

d 

• 

夏
柿
み
の
思
い
出
づ
く
り

5
ド
リ
ー
ム
パ
ス
ツ
ア
l
i

い

ω8
月
7
日

(月
)
1
9
日
(
水
)

の
3
日
間
、
自
然
の
中
で
の
体
験

学
習
や
文
化
施
設
の
見
学
、
共
同

生
活
の
知
識
や
技
術
の
習
得
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
ド
リ
ー
ム

パ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
小
学

3
年
生
か
ら
中
学
l
年
生
ま
で
の

総
勢
印
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
今
金
町
を
出
発
し

て
N
T
T
セ
ミ
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
に

宿
泊
、
楽
し
い
気
持
ち
を
押
さ
え

き
れ
ず
引
率
の
先
生
に
注
意
さ
れ

た
子
ど
も
達
も
い
た
よ
う
で
し
た
。

2
日
目
、
サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん

ど
で
は
、
牧
場
や
農
園
が
あ
る
広

大
な
敷
地
の
中
を
走
り
ま
わ
る
子

ど
も
達
の
姿
が
見
ら
れ
、
午
後
か

ら
の
手
、
つ
く
り
バ
タ

l
体
験
で
は

自
作
バ
タ
ー
を
試
食
し
ま
し
た
。

次
に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
千
歳
工
場
へ

移
動
、
ク
イ
ズ
形
式
の
ビ
デ
オ
鑑

賞
や
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

醤
油
の
工
程
を
見
学
し
、
千
歳
市

支
勿
湖
青
年
の
家
に
宿
泊
。

最
終
日
、
子
ど
も
達
が
最
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー

ト
に
到
着
。
前
日
ま
で
の
旅
の
疲

れ
も
全
く
見
せ
ず
元
気
い
っ
ぱ
い

体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

3
日
間
の
日
程
を
無
事
に

終
了
し
帰
路
に
着
く
パ
ス
の
中
は

大
変
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
し
た
。

ド
リ
ー
ム
パ
ス
ツ
ア

l
に
参
加

し
た
子
ど
も
達
は
夏
休
み
の
思
い

出
が
一
つ
増
え
た
こ
と
に
加
え
、

新
し
い
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
親
元
を
離
れ
て
の

2
泊
3
日
の
旅
で
「
挨
拶
」
や
「
寅

任
感
」
の
重
要
性
が
団
体
行
動
を

通
じ
て
体
得
で
き
た
は
ず
で
す
。

こ
の
思
い
出
や
友
達
、
更
に
は

自
ら
体
験
し
た
こ
と
を
大
切
に
し

て
今
後
の
学
校
生
活
や
日
常
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二
|
三
四
八
八

に
し
を
深
め

や
か
に
学
び
合

い
ま
し
ょ
う
。

る議選喜怒号J鍾⑫

除

目
7で

音
量

〈文化財務訪日〉

北
海
道
の
除
雪
具

は
、

一
般
的
に
コ
ス

キ
・
ジ
ョ
ン
バ
・
雪

極
き
な
ど
と
呼
ば

れ
、
竹
製
の
も
の
以

外
は
す
べ
て
木
製
で

す
。
写
真
は
ジ
ョ
ン

パ
と
呼
ば
れ
る
も
の

わ
た
し
の
生
涯
学
習

E証主

1 物施をほの 中石はてのり

4z z設費2長園田明置;: FJi:C4.i ~;有司2 票一号車寄苦
手署 、元当す :Z集 、哩E冨男・岡田・・圃圃罵 出ど跡まとピ委
t屈ピな時る守ヰi てのをすしリ員
調リと生た JLの 表のえは掘展れ年食等のさに域のもく辛訪。て力会
査カを息め草屋遺示集得 、さ示、度さ白まれあを良らるつれこ発逃で
が遺 1Jしの守内跡し中る半れさ模以れ然またり発いうのな存の掘跡は

需型長E752語手Z者支た2票222E語手早E22益塁望望室i
さは堕たダヘ模は。様で的場す屋取め用雨群。るの、知で会のを債 10
れも Jt動ン造型 、 子石に 所 。内り、で ・は発こ集状つ土耳目進号日
てうえ楢ス跡のこ を器耐に発にさ来侵雪そ見と中態てのぺ的め業か

で
、
こ
の
た
び
花
石

の
鈴
木
忠
夫
さ
ん
よ

り
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。
ジ

ョ
ン
バ
は
北
海
道
の

方
言
で
す
が
、
そ
の

語
源
は
不
明
で
す
。

北
陸
、
東
北
地
方
の

伝
統
的
な
除
雪
は
、

一
枚
の
板
で

へ
ら
状
に
作
る
コ
ス
キ
で
す
。
北

海
道
で
も
道
南
地
方
を
中
心
に
江

戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
コ
ス

キ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
明
治
時
代
か
ら
は
次
第
に
へ

ら
の
部
分
と
柄
を
別
々
に
作
り
、

今
回
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
子
ど
も
達
に

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
話
し

て
く
れ
た
、
稜
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
竹
内
久
信
さ
ん
(
今
金

高
等
養
護
学
校
勤
務
)
を
紹
介
し

ま
す
。種
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
昭
和

印
年
結
成
後
、
野
球
を
主
に
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
時
代
と
と
も

に
児
童
生
徒
数
の
減
少
の
た
め
活

動
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
も
野
球
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取

り
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も

達
に
馴
染
ま
な
い
状
況
で
し
た
。

• • 
い
ま
し
た
。
今
年
で
第
5
次
に
な

る
国
学
院
大
学
に
よ
る
K
地
点
の

調
査
で
す
。
小
林
達
雄
教
授
率
い

る
考
古
学
実
習
生
約
初
名
、
が
8
月

1
日
か
ら
叩
日
問
、
合
宿
生
活
を

し
な
が
ら
遺
跡
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
教
育
委
員
会
の
発
掘
調

査
は
、
美
利
河
生
活
館
裏
手
の
高

台
一
帯
に
お
い
て
凶
月
中
旬
ま
で

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
土

・
日
曜

日
お
よ
び
雨
天
時
以
外
調
査
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

〕2
 
1
 
〔

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
へ

と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
北
海
道
の
さ
ら
さ
ら
し
た
冨
質

に
応
じ
て
改
良
し
た
結
果
で
す
。

参
考
文
献

。

「
北
海
道
の
民
具」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

そ
ん
な
中
、
竹
内
さ
ん
は
自
分

の
特
技
で
あ
る
卓
球
を
通
し
て
、

少
年
団
活
動
に
2
年
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
で
は
、
凶
名

の
団
員
で
毎
週
水
・
土
曜
日
種
川

小
学
校
体
育
錯
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
逮
に
ス
ポ
ー

ツ
以
外
に
も
、
キ
ャ
ン
プ
や
親
子

レ
ク
な
ど
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
活

動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
少
年
団
活
動
を
通

し
て
、
地
域
く
る
み
で
子
ど
も
達

に
接
す
る
こ
と
は
、
今
社
会
的
な

課
題
で
あ
り
、
教
育
の
原
点
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

}
 
す

《

q
E

ぽ

3
日
間

第

幻

回

道

民

ス

ポ

ツ

な

拾
山
夏
季
大
会
ソ
フ
ト

抗

テ
ニ
ス

9

∞

今

金

顧

問
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

番

3
日
間
国
際
交
流
の
つ
ど
い
受

酌

け
入
れ
学
生
離
町

6
・

は

∞
総
合
体
育
館
前

澗

刊
日
間
速
水
け
ん
た
ろ
う
コ
ン

判

サ
l
ト

日

必

総

合

時

体
育
館

ゆ

日
日
間
町
民
野
球
大
会

9

不

∞
健
民
グ
ラ
ン
ド

(

日
日
則

ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

す

(
講
習
会

ω
∞

総

合

代

体
育
館

。

凶
日
制

1
幻
日
附
い
ま
か
ね
秋

5

ま
つ
り

H

M
日
間
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

一

会

9

∞
健
民
グ
ラ

2

ン
ド

乱

初
日
出

1
ω
月

1
日
間

今
金
小

話

学
校
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ネ
ツ

関

サ
ン
ス
事
業
ネ
イ
パ
ル

相

森

清

【

m同
-

H
e
t
q
 

3
白
川
第
剖
回
総
合
文
化
祭
実

め

行

委

員

会

内

∞

町

ゆ

〕

イ

3

民
セ
ン
タ
ー

。



.としぺつ」夏まつり
月みんなの健康9 

豊
寿
園
夏
ま
つ
り

バ
利
用
者
ま
つ
り
を
満
喫

「
公
山
山

合
福
祉
施
設
と
し
べ

.
:
j
つ
」
で
は
、
介
護
認
定

で
要
介
護
か
ら
介
護
5
と
判
定

さ
れ
た
万
を
対
象
C
デ
イ
サ

ビ
ス
(
通
所
サ
ビ
ス
)を
提
供

し
て
い
ま
す
。

っ
・
だ
ン
気
メ
人

一

大
ソ
に
し
方

流
た
大

宮

れ
巨

4

司
訪

た

特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム
蛍
寿
闘

(
園
長
吉
田
諭
)
で
、
利
用
者
に

ま
つ
り
の
気
分
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
園
内
駐
車
場
に
は
、
か
き
氷
、

綿
あ
め
、
子
供
た
ち
に
人
気
を
集

め
た
射
的
コ
ー
ナ
な
ど
の
模
擬
庖

や
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

で
会
場
内
は
お
祭
り
気
分
に
つ
つ

ま
れ
‘
利
用
者
は
家
族
と
の

一
日

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ

で
、
入
浴
・
昼
食
・
レ
ク
リ
工

1
シ
ヨ
ツ
を
し
て
一
日
(
十
時

i
=
一時
)
を
過
ご
し
、
ご
本
人

の
気
分
転
換
・
心
と
身
体
の
機

能
維
搭

・
向
上
や
介
護
さ
れ
て

い
る
御
家
族
の
介
護
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
は
?

総
合
福
祉
施
設

「
と
し
べ
つ
」
内
駐
車
場
で
峨
員
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
「
ひ

ま
わ
り
」
、
槍
山
北
高
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
好
会
な
ど
に
よ
り
夏
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
林
磯
次
郎
さ
ん

の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
や
、
栗

城
敏
雄
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
、
よ
さ
こ
い
ソ
l
ラ
ン
倶
楽
部

に
よ
る
踊
り
や
、
狩
場
太
鼓
が
披

露
さ
れ
家
族
と

一
緒
に
お
祭
り
気

分
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

*
職
員
が
自
宅
ま
で
送
迎
い
だ

し
ま
す
。

*
看
護
婦
が
入
浴
す
る
前
巳
健

康
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

*
昼
食
は
食
べ
や
す
く
栄
貴
ハ

ラ
ン
ス
の
と
れ
だ
食
事
で
す
。

8
月
4
目、

サ
ー
ビ
ス
の

内
容
は
?

• • 

s ヌず 実 時間 断 考

護轟
全住民 19 9 : 30-11 : 30 ンター 他肢梱絞1 1J)j，'h1検査)， [9 fl25 n " H 

， 
' " " 

輩盤
14: 00-16: 00 1 

謹t/?' " 
1<1110: 00-11: 30 ， 
13: 30-15: 30 種川 " 

無医地区巡回診瞭(耳品科) 全住民 [( 火式 14: 20-14: 50 総合福祉施盟内保出tンタ (有料)

無医地区巡回諮療(眼科) ， 9月27日(水1114:20-14: 50 ， \~総合病(院有眼料科) 

住民検惨結果報告会 必『特!こ19 月11 89 日日(( 州
月) 

tt. 邑合福祉施設内保陣センタ
保健婦・ :る個

乳児他Rt 生陸4.7.10.12ヶ月児 9月11日(月) 30-13:45 能合福祉施設内保世センタ
身歯体科計相欄臨・陸栄廉華相相観龍

。置師世事

股関節脱臼検査 生後4ヶ月児 9月12日仇) 別ら通せ知しにまて.，.~お 八iE保他所今金支所 股

f

身歯

tl
科体談|話咽計相節に調酷8
よ
XI
国由線2る康-科心

J2H

相医詰7

影

0l

療

2 
小児

t

科ど

E

の

寵

すくすく子育てダイヤル

生誼3歳

I
盟
2

学主前

3

芝の胡草

4

盟児ヶEを月Z
持

L 
児

9月20日(水) 9 :00-12:00 総合福祉施設

3歳児健m診査 10月2日(月) 13: 30-13: 45 
輯合福祉施設内保睡セノタ

9F1月l 
1 4l 日日
(( 木月
) 
) |日間 )-16:20 宮田医院

3顧il混嗣合1
即予防接種

日
満3ヶ月~ 向上 lp l )-17:00 岩間医院(J回2回) 90ヶ月未満児

9月
210
3 ttn 
1d lt問

、

7F{r31Z、開l，PJH日到タ"L号先~勾5 防)犯
キ母子他!It手帳干診Y.1

)-15:00 を持参下さい。予診fZは
10fl月216
0 ti4 
， 

0-16:20 富田医院
告的医院にも設位してお

ります.

3(種
l
混
j嗣初合予回防3

接回種
目)

渦3ヶ月~ 同上 |時14
間
0
帯
0-げ 00

岩間医院
90ヶ月未満児

・
130日月IH1i8-E日日(本l水

1 |時
14
間
3
帯
0-15:00 守(小釜町児科出外脈問来

H)
J 

お合知情ら医せ
地 l 

ご他利山川町方へげお老願ま人すい医台

. 
耐*畳すftt:rpし込ごみ協予約 保険証 畳給-i:i"ffiE(70才以との方)をお忘れになりますと 八'.11総合病院の本務がスムーズに躍はなくなりま

ので、
告"力ノ会

をお闘い取しあ
キ無医地区巡回 時は病院の拍瞭費と同じです.

合今間11日リハ

3
、吉方ビし
2
専込リ
E疲指みに法導対ー士に問しとつ、い保合いご健て相わ輔合

践せと先にで〉
のこ
り

キ 同は、 自宅に紡問し 話すことさ理れ解るす:る ことで円こ常随的雌にづ支く障りがf~あまるで方ご、辿ま結たく、だ専門的な吉~fi訓蹄を長く受けられ
ていなL たいと!J;1‘います.ご希望 方はお気持l さい。

く予総約合申同祉込
施設としぺつ 保他福祉限抽出づくり師 (屯稲) 2-2780 

食
後
巳
は
昼
食
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
時
筒
も
あ
り
ま

す
。
*
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
身
体
の

状
況
巴
合
わ
せ
定
ゲ
ー
ム
・
手
芸

芯
ど
を
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

す
。

トデイサービス | 

卜(適所サービス..  

卜を知っていますか~

利
用
回
数
は
つ

ご
本
人
の
希
望
や
身
体
状
況
巴

合
わ
ぜ
て
利
用
回
数
が
決
ま
り
ま

す
。• • 

抱
え
る

「
う
つ
病
」

最
近
、
社
会
の
高
齢
化
が
進
み

中
高
年
齢
層
の
う
つ
病
が
同
唱
え
て

い
ま
す
。
う
つ
病
に
な
る
き
っ
か

け
は
次
の
よ
う
な
き
っ
か
け
が
関

与
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

合
男
性
1
仕
事
に
よ
る
過
労
、
峨

場
で
の
異
動
な
ど
。

古
女
性
1
妊
娠
出
産
、
身
体
的
な

病
気
、
近
親
者
の
病
気
や
家
庭
内

の
問
題
、
転
居
な
ど
。

カ
お
年
寄
り

1
財
産
上
の
問
題
、

配
偶
者
の
病
気
や
死
亡
、
子
供
の

独
立

・
別
居
。

そ
の
人
に
と
っ
て
そ
の
出
来
事

が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

特
に
高
齢
者
の
う
つ
病
は
「
老

人
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
症
状
を

軽
視
さ
れ
た
り
、

「痴
呆
」
と
間
違

え
ら
れ
た
り
深
刻
に
受
け
止
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

脅
精
神
的
症
状
1
お
ち
こ
み
が
強

く
、
無
気
力
な
状
態
に
な
る
。
自

分
を
責
め
る
。
不
安

・
焦
燥
感
。

合
身
体
的
症
状
1
睡
眠
障
害
。
食

欲
減
退
。
体
重
減
少
。
痛
み
、
倦

怠
感
の
増
強
。
便
秘

・
動
停
。
性

欲
低
下
。

料
金
は
い
く
ら
っ

区 分 料金 (1回)

要支援 853円

要介護 1 ~2 926円

要介護 3~ 5 1. 1 1 3円

《
お
申
し
込
み

・お
問
い
合
わ
ぜ
先
》

・
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
し
べ
つ

・
在
宅
介
護
支
媛
セ
ン
タ
ー

8
2
1
2
7
8
0
 

「
お
気
軽
巴
ご
相
談
下
さ
い
」

特
に
お
年
寄
り
は
精
神
症
状
よ
り

も
身
体
的
な
訴
え
が
強
い
よ
う
で

す
。
さ
て
、
家
族
は
ど
う
対
応
し

て
あ
げ
る
と
良
い
の
で
し
ょ
う

，刀合
家
放
の
対
応
1
よ
く
、
「
気
の

持
ち
ょ
う
だ
よ
」
と
か
、
「が
ん
ば

っ
て
」

と
励
ま
し
た
り
諭
す
こ
と

を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
う

つ
病
は
病
で
あ
っ
て
「
気
の
持
ち

ょ
う
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲

の
人
は
そ
の
点
を
理
解
し
温
か
く

見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
う
つ

病
の
人
は
自
信
を
失
い
か
け
て
い

る
の
で
励
ま
し
た
り
す
る
と
か
え

っ
て
精
神
的
負
担
が
重
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

女
薬
物
療
法
1
薬
を
用
い
て
気
分

を
改
善
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
医
者
と
よ
く
相
談
し
な
が

ら
続
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
う
つ

病
は
再
発
し
や
す
い
の
で
元
気
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
一
気
に
仕

事
な
ど
の
遅
れ
を
と
り
も
ど
そ
う

と
張
り
切
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

古
老
人
の
自
殺
1
う
つ
病
を
早
期

に
発
見
さ
れ
な
い
ま
ま
、
「
死
に

た
い
」
と
ま
で
思
い
詰
め
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

(
健
康
守
つ
く
り
係
)

(14) 

Iもしかして 」と思い当たる節が家族 ご自分にありましたら病院(精神科が専門)や保健所保健婦等 (H2-02 51)へごHlll絡ください。
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〔



発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

av
 

盛会..k~~

今金八幡符例大祭は

9月，.]日""'1日
。宵宮祭 1 9日

。例大祭 .'1日

日間
②
0
1
1
1
番

編

集

/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

休日当番医

9月3日 北倫山町立国保病院(北柏山)64 -5321 
10日 岩間1 医院(今金) 62 -0057 
15日今金町立国保病院(今金) 62-0221 
17日 道陣Jロイヤル病院(北総山) 64-5011 
23日楢崎医院(瀬 棚)67 -3021 
24日 今金町立国保病院(今金) 62-0221 
(10月分については予定です)
10月l日 道南ロイヤル病院(北柏山) 64-5011 
8日 北楢山町立国保病院(北崎山) 64 -5321 
9日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚) 67 -2470 
15日 今金町立国保病院(今金) 62 -0221 

※当需医が急きょ~!l!となる場合がありますので、ご7~下さい.

旦旦-= ※診療時IRJ

仏民主ttl 午前l卵寺から正午まで

凶ーー有~ 午後 1時から3時まで

小児科外来の診療時間変更及び
産婦人科外来休診のお知らせ
小児科外来は、毎週月曜日と水曜日の午後からの診

療となっておりますが、次の期日については、診療開

始時間が午後2時以降に変更となりますのでお知らせ

いたします.

{小児科外来時間変更日]

9月4日(月)

9月11日(月)

10月2日(月)

[産婦人科外来休診日]

9月21日 (木) (今金1U]立国保病院)

2織のアイドル
はやと

砂三上 隼人ちゃん

(平成10年6月18日生まれ)
上金原 三上輝彦さん 寿美さんの2男
【親から】

自分は「力メンライダークウガJだと
思い込んでいる."j巨人H はいつも元気一
杯です。

水遊びJ;:yfき世揖大好吉 1
お兄ちゃんも大好き 1
付んかもするけど =人仲良く明るく
元気に育ってネ.

J 

れん

恋ちゃん4垣本
(平成10年6月3日生まれ)

南栄町 垣窓猛さん、育美さんの畏宜
【親から]
誰に何を2われようと常にマイベース
で.水遊びと高いところに登ることが日
間!になっています.
危険な遊びが大好きな女の子です.

や令。80住民の動態 令令。g。
7月末現在

前月対比

人口 7，095人 4)

男 3，424人 0)

女 3，671人 4)

世帯数 2， 721世帯(Li 1) 

図おたんじようおめでとう

佐々 木輔ヰ~ん 7月15日(保護者元治)寒昇
森なずな色ゃん 7月18日(保護者 聡)寒界
"e合

清 将基ーちゃん 7月25日(保談者 正 一)南 lUT

圃おくやみもう しあげます

菅文園 正さん 8月11日 92歳(豊寿国)

8月15日受付分まで

※B月号広報「おたんじようおめでとうJ欄の 「永井
沙季」ちゃん 「季」の字が「希」と誤っておりまし

た。訂正してお詫びいたします。

考書倉町の

3l通事館'量生状況

発生件数
死者数
傷者 数

生発
件
名
名

月

1
0
1

ヮ
， 7月末現在

7件
l名
17名

※ss運動(スピードダウン シートベ
ルト着用)で交通事故を未然に防ごう!

交通事故死ゼロ回数 98日

ノI"<'T.11I fホームページ http・/lwww.hnkodate.orjp/imnkane/
〕PO
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〔


